Fever attack in percutaneous nephrolithotomy and transurethral ureterolithotripsy by 竹内, 秀雄 et al.
Title経皮的腎砕石術(PNL)および経尿道的尿管砕石術(TUL)にみられる発熱について
Author(s)竹内, 秀雄; 上田, 眞; 野々村, 光生; 飛田, 収一; 大石, 賢二;東, 義人; 岡田, 裕作; 川村, 寿一; 吉田, 修











京都大学医学部泌尿器科学教室(主 任:吉 田 修教授)
竹 内 秀雄*・上 田 眞 ・野 々村光生
飛 田 収一 ・大石 賢二 ・東 義 人**
岡 田 裕作 ・川村 寿一***・吉 田 修
FEVER ATTACK IN PERCUTANEOUS NEPHROLITHOTOMY 
   AND TRANSURETHRAL URETEROLITHOTRIPSY
  Hideo TAKEUCHI, Makoto UEDA,  MitSUO NONOMURA, 
    Shuichi HIDA, Kenji OISHI, YoshihitoHIGASHI, 
Yusaku OKADA, Juichi KAWAMURA and Osamu YOSHIDA 
From the Department of Urology, Faculty of Medicine Kyoto University 
                (Director: Prof O. Yoshida)
   We studied the fever attacks and their factors in the cases of percutaneous nephrolitho-
tomy (PNL) and transurethral ureterolithotripsy (TUL). In PNL, fevers were significantly 
higher and more frequent in the cases with infected urinary stones than those with sterile 
stones, but prophylactic administration of antibiotics did not lower the fever or its frequency 
of attack. There was no significant difference between the cases of single procedure and 
those of multiple procedures although multiple procedures were likely to increase the 
frequency of fever attacks. In TUL, single J-catheter indwelling decreased fever attacks, 
but infection and administration of antibiotics did not affect the fever significantly. How-
ever, careful control of urinary tract infections before and after operation and of intrarenal 
pressure during operation are thought to be most important for prevention of fever attacks 
and urosepsis. 
Key words: Fever, Urinary tract infection, Percutaneous nephrolithotomy, Transurethral 
           ureterolithotripsy
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1981年3月よ り1986年10月まで の 期 間 で104例 の
PNLを 実 施 し,こ の うち初 期 の砕 石 で きな か った症
例 を 除 い た100例 を 集 計 し,分 析 した.術 式 手 順 は川
村 の報 告3)とほ ぼ 同L'であ るが,最 近 は で き る だ け一
期 的 に 行 な い,ま たnephroscopeの外 筒 の 代 わ りに
Amplatzdilator(CookUrological)のsheathを
用 い る こ とが 多 い.年 齢 は18～78歳平 均45.8歳で,男



































































































翌 日にかけ 多くみられ,非 感染群は37.78±0.58℃
で,38℃以上の発熱例は70例中25例(36%)にみら









れるか どうかを検討 したが,発 熱程度は術前抗生剤投
与群と非投与群との間には特 に差はみ られず,感染
群と非感染群 と分けてみても有意の差はみられなかっ







は発熱 があるが,2回 目以降は発熱がみられな いも
の,4)はじめのPNSま たはPNLは 発熱がみられ




















































































































































































一方・ruLで は,最 高発熱 は39・臼℃ で,平 均















PNL,TUI,で砕石 し,分 析 された結石の成分は
































































PNL,TULの 処 置 前,処 置 中 お よび処 置 後 に み ら
れ た 細 菌 はTab[e6の ご と くで,処 置 前 で はPseu-
domonas,Proleus,E。c・Liが多 くみ ら れ,処 置 後 は
Pseudom・nnsが特 に多 くみ られ,ま た真 菌 も多 くみ ら
れ た.真 菌 の菌 種 と して はCandidaalbicans,τγ齢o.
sporon堀gθ」κ が み られ た.こ れ らの 術 後 尿路 感 染 の
み られ た 例 は 退 院 時 に は ほぼ 全 例 軽 快 した.
な お 発 熱時 血 液 培 養 を 行 な った51例 の うち1例 に
Pseudomonas卿噸 π0∫α が 同定 され た.こ れ は術 前 尿
培養 で もPseudomonasがみ られ た 例 で,術 中に 悪 寒
低血 圧 を認 め,術 直 後 よ り発 熱 をみ,敗 血 症 と診 断 治
療 され た.
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る.し か しながら,尿 路感染や発熱Y`ついて問題に
している報告は少ない11).Seguraらv)は1,000例の
PNI・で敗血症2例,candidemia4例を報告 してい




























細菌感染の抑制としての抗生剤投与 な どが あげ られ
る.われわれの検討の結果では感染の有無については
































































































nasが多 くみられ,術 後はPseudomonas,真菌が多 く
みられた.
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